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主催事業は市内在住・在勤・在学の方対象です。市外の方が参加できる事業もありますので、各公民館にお問い合わせください。参加費は無料です。材料費は個人負担です。本人
都合での取り消しの場合はお支払いいただきます。複数回ある事業は、全回参加が基本です。本号に掲載している4月1日（水）以降の事業は、令和8年度予算成立後に決定します。
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公民館 本本  本多 恋恋  恋ケ窪 光光  光 もも  もとまち 並並  並木

住所
〒185-0011 〒185-0013 〒185-0034 〒185-0022 〒185-0005
本多1-7-1 西恋ヶ窪4-12-8 光町3-13-19 東元町2-3-13 並木町2-12-3

電話番号 （042)321-0085 (042)324-1926 (042)576-3991 (042)325-4221 (042)321-9971
休
館
日

3月 16日（月） 16日（月）、20日（祝・金）午後5時以降
4月 6日（月）、20日（月） 20日（月）、29日（祝・水）午後5時以降

受
付
期
間

抽選申込期間は、使用前々月の11日～19日です。それ以降の施設予約は、使用前月の初日の午前9時からイ
ンターネットまたは公民館窓口（初日が休館日の場合は翌開館日）にある専用端末機での受付になります。シス
テムを使用した予約は使用日の4日前までです。詳しくは各公民館にお問い合わせください。

　自然が失われた町で、本物の木を見たいとい
う少女の夢を叶えるため、少年テッドは森を守
る精霊ロラックスおじさんを呼び戻
そうと、大冒険を繰り広げます。
日3月26日（木）　午前10時～11時45分
場光公民館
定60人（未就学児は保護者同伴）
申3月17日（火）午前9時から
　電話または直接光公民館へ（先着順）

　大きなスクリーンでゲームをしたり、大学生
と一緒に遊んだりしましょう。能登の伝承娯楽
「ごいた」の体験会もあります。
日3月26日（木）
　午前9時～午後4時
　（�正午～午後1時は昼休み。�
ごいた体験は午前10時～午後3時）

指草場　純さん　篠塚順子さん
　（一般社団法人アナログゲームミュージアム）
場もとまち公民館
協東京経済大学ボランティアサークルClover
申不要。直接会場へ

　ブレーメンへ向かうロバは、犬、猫、雄
おん

鶏
どり

と
出会い、旅仲間になります。歩き疲れた彼らが
見つけた家には、泥棒たちが住んでいました。
日３月２７日（金）
　①午前１０時～１０時３０分
　②午前１１時～１１時３０分
　※入れ替え制
■出演　人形劇サークルぴかり
場もとまち公民館　定各回３０人
催�人形劇サークルぴかり　もとまち公民館
申�３月１７日（火）午前９時から二次元
コード、電話または直接もとまち
公民館へ（先着順）。当日券あり

もとまちひろば

　どなたでも傍聴できます。

場各公民館　申不要。直接各公民館へ

公民館運営サポート会議公民館運営サポート会議

本多 3月27日（金）　午後2時～4時
もとまち 3月25日（水）　午前10時～正午

はるやすみゲームスペースはるやすみゲームスペース
もも

人形人形劇劇「ブレーメンのおんがくたい」「ブレーメンのおんがくたい」
グループ共催事業もも

　くぬぎ教室は、18歳以上の知的障害がある方のための教室です。季節行事や音楽・ダンス・
スポーツ・制作活動などを、地域の方や学生の運営スタッフとともに楽しく行っています。
　各館それぞれに特徴がある「くぬぎ教室」について個別に説明会を開催します。

本多 恋ケ窪 並木「くぬぎ教室」参加者募集本多 恋ケ窪 並木「くぬぎ教室」参加者募集

本多くぬぎ教室 恋ケ窪くぬぎ教室 並木くぬぎ教室

対象者
・「愛の手帳」2～4度の方　・市内在住で4月1日現在、満18歳以上の方
・本人が来館、または保護者等の送迎可能な方
・継続的な集団活動や社会教育活動を理解し、希望する方

定員 40人 23人 25人
活動
日時

（原則）

【教室】第1日曜日
午前10時～午後3時

【教室】第2日曜日
午前10時～午後3時

【教室】第1日曜日
午前10時～午後3時

【サロン】年4回（詳細は教室の活動時にお伝えします）
個別

説明会
4月12日（日）
午前9時30分～

4月11日（土）
午後2時～

4月12日（日）
午後2時～

申4月9日（木）までに二次元コード、電話または直接参加を希望する公民館へ
※活動は5月から始まります
※�説明会は、全ての館に参加できますが、5月からの活動は本多・恋ケ窪・並木公民館の
　いずれか１館の申し込みとなります（複数館の参加はできません）
※恋ケ窪公民館は建物の2階にあります。エレベーター・バリアフリートイレはありません

本本 並並恋恋

　自分たちで計画を立てて野菜を作ってみませ
んか。地元農家の指導も受けながら、土づくり
や育苗、収穫など体験しましょう。公民館まつ
りなどイベントにも参加します。
日4月～9月
　原則毎週火・金曜日　午前中
　開講式　4月3日（金）　午前9時～11時
場実習農場　並木公民館　定30人
e�6,000円（種・肥料・資材代等として開講式
当日に集金）
申�3月17日（火）午前9時から電話または直接
並木公民館へ（先着順）

農業体験講座

並木ファーマーズ（春夏期）並木ファーマーズ（春夏期）
並並

場各公民館　申不要。直接各公民館へ

春の利用者懇談会春の利用者懇談会
本多 ４月１４日（火）　午前１０時～正午

恋ケ窪 ４月１１日（土）　午前１０時～正午
光 ４月４日（土）　午前１０時～正午

もとまち ４月２７日（月）　午前１１時～正午
並木 ４月１８日（土）　午前１０時～１１時３０分

４月２３日（木）　午後２時～３時３０分

　さまざまな人との出会いや仲間との活動を通して障害のある人もない人もお互いに学びあ
い成長する場です。スタッフとして活動に参加してみませんか。本多と
並木で募集します。複数館での登録が可能です。
　初めての方に向けて説明会を開催します。どちらも内容は一緒です。
■スタッフ謝礼　スタッフとして参加3回目から謝礼がでます
　〈教室〉（1日）4,000円　（半日）2,000円　〈スタッフ会議等〉1,500円

くぬぎ教室では一緒に活動するスタッフを募集していますくぬぎ教室では一緒に活動するスタッフを募集しています本本 並並

ロラックスおじさんの秘密の種
春休み映画会光光

　一から形を作る陶芸の世界を体験しませんか。
自分の好きな顔にしたり、好きな飾りをつけた
りして、自分だけのはにわを作りましょう。
日3月28日（土）
　午前10時～11時30分
指並木公民館陶芸グループ
場並木公民館
対小学生　定40人
e100円（材料費として当日集金）
持エプロン　手拭きタオル
申�3月22日（日）までに二次元コード
へ。多数の場合は抽選。定員に満
ない場合は、翌日正午以降先着順

世界でひとつだけの世界でひとつだけのМyМyはにわはにわを作ろうを作ろう

春休み子ども陶芸教室並並

■説明会
日①4月12日（日）　午前11時～正午
　②4月12日（日）　午後2時～3時
内�活動日程と内容、現役スタッフとの
座談会

場①並木公民館　②本多公民館
申�4月9日（木）までに二次元コード、
電話または直接各公民館へ

2012年制作　アメリカ　上映時間86分　監督　クリス・ルノー
声の出演（日本語吹替版）　志村けん　宮野真守　トータス松本ほか

Film © 2012 Universal Studios．ALL RIGHTS RESERVED 
Artwork © 2012 Universal Studios．ALL RIGHTS RESERVED
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本多  ｈｏｎｄａ- ｋｏｕｍｉｎｋａｎ＠ｃｉｔｙ．ｋｏｋｕｂｕｎｊｉ．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ　恋ケ窪  ｋｏｉｇａｋｕｂｏ- ｋｏｕｍｉｎｋａｎ＠ｃｉｔｙ．ｋｏｋｕｂｕｎｊｉ．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ　光  ｈｉｋａｒｉ- ｋｏｕｍｉｎｋａｎ＠ｃｉｔｙ．ｋｏｋｕｂｕｎｊｉ．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ
もとまち  ｍｏｔｏｍａｔｉ- ｋｏｕｍｉｎｋａｎ＠ｃｉｔｙ．ｋｏｋｕｂｕｎｊｉ．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ　並木  ｎａｍｉｋｉ- ｋｏｕｍｉｎｋａｎ＠ｃｉｔｙ．ｋｏｋｕｂｕｎｊｉ．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ

国分寺市立公民館だより No.725 令和8（2026）年3月15日

グループ名 活動日時 会　場 入会金 会　費 問い合わせ 備　考

国分寺UNIVO 毎週火曜
午前10時～正午 本多 1,000円 月4,000円 正木 （080）7352-3156 国内外さまざまな歌を思い切り自分の声

で歌います。ぜひご一緒に

写友会　四季 毎月第4金曜
午後1時30分～4時30分 恋ケ窪 なし 月1,500円 高瀬 （090）8847-9355 写真撮影に興味がある方、楽しみながら

ご参加ください

朋友太極拳クラブ 月2～3回　日曜
午後2時～3時 もとまち 500円 1回500円 伊藤 （090）2339-3253 簡化24式太極拳と練功体操で気力・体

力アップ

グループネットワーク会員募集　※無料体験・見学ができます（材料費が必要になる場合もあります）。詳しくは、グループへお問い合わせください。

　民踊、新舞踊の発表会です。どなた様もお
気軽にお越しください。
日4月19日（日）　午前11時～午後4時
場本多公民館　催国分寺市民舞連盟
問佐藤 （090）8777-2040

国分寺市民舞連盟　春季大会

　障がいを問わず音楽を楽しんでいます。皆
さんも一緒に歌ってください。
日4月5日（日）　午後2時～4時
場本多公民館　催まつりバンド
問春口 （042）324-6887

まつりバンド　春のコンサート

グループの催し物
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今年度を振り返って

　第5期公民館運営審議会では、令和10年
度に予定されている恋ケ窪公民館の移転に関
して、移転後の公民館の役割と事業のあり方
について協議し、令和7年6月に「国分寺市
旧庁舎用地複合公共施設における公民館の運
営のあり方について」を5館の館長に対して
答申しました。
　令和7年7月から始まった第6期公民館運
営審議会は、定例会を各公民館で順番に開催
し、それぞれの特徴を生かした運営や事業づく
りを把握し、1月には管外研修として立川市子
ども未来センターを訪問し、市民活動支援や
コーディネーターの役割について考える機会
となりました。2月には5館の館長より「地域
コミュニティの基盤を支える公民館事業の仕
組みづくりについて」が諮問され、令和9年5
月末の答申期限に向け審議が始まっています。

　「こいがくぼこどもキャンパス」と銘打った
子ども向け事業や、中学生に特化した健康講
座、お父さん応援講座、大人の社会科見学な
ど、幅広い年代を対象に、多岐にわたる講座
を実施しました。
　中でもシニアの学び直しの場を作ってくれ
ないかという市民の声から誕生した「ひいら
ぎ教室」は、経験豊かなシニアを対象に、通
り一遍の学びではなくさまざまなジャンルの
テーマで組み立てました。時には難易度の高
い課題にも参加者は挑戦することを楽しみな
がら学習を続け、全員で6か月間にわたる全
12回のプログラムを修めました。学習も大
事な要素ながら、ともに学んできたことで“仲
間”という価値の計れない存在が得られたこ
とは、大きな満足感、充実感につながった様
子でした。自主グループ「ひいらぎ」が立ち上
がり学習を続けることになったことは大きな
成果と感じています。

〈恋ケ窪公民館〉

〈公民館運営審議会〉
　さまざまな機会を通じて、地域との関係づ
くりに努めました。5月の「新緑まつり」では、
参加グループのほか、東京経済大生や第二中
学校のボランティアの協力を得て運営され、
8月の「ウレタン刀で真夏の鬼退治」は東京学
芸大生が企画運営したイベントで、猛暑によ
り外で遊べない子どもたちのために、室内で
体を動かす機会を作りました。「中庭夏まつり」
では、中庭を手入れしている中庭サロンの会
と共催で、子どもたちを対象に、涼をとりつ
つスタッフともども楽しみました。12月の「ロ
ビーコンサート」では、喫茶ほんだと共催で、
地域で活動する子どもたちと大人たちがとも
に舞台に立ち、記念すべき20回目の節目を祝
いました。3月の防災フェスタ「子どもも大人
も地域のちから」では、地域会議との共催で、
防災をテーマに、世代を超えて楽しみながら
体験し、地域のつながりを考えました。

〈本多公民館〉

　4月から年間を通して行われた生活日本語
教室では、日本で暮らす外国人が、スタッフ
と一緒に、挨拶や買い物など日常生活で使う
日本語を学びました。
　9月の子育て防災講座では、未就学児の親
を中心に、災害から子どもと自分自身を守る
ための知識や備えについて、講義とグループ
ワークなどを交えて学習しました。10月の
光公民館まつりでは、多くの参加団体や地域
の学校が学習成果を発表し、地域交流と連携
を深めました。2月には、第二小学校の校庭
で、小学生を中心とした子どもたちが火おこ
しの方法を学び、炭火でパンを焼く体験をす
る講座を行いました。
　今後も幅広い世代の方が
利用できる公民館を目指し
ていきたいと考えています。

〈光公民館〉

　さまざまな年代・属性の方に向け事業を実
施しました。小中学生を対象とした学習支援
事業では、国際文化理容美容専門学校国分寺
校へ見学に行き、理容美容の世界に触れまし
た。シニア向けに実施したChatGPTの使い
方を学ぶ講座では、参加者は意欲的にかつ楽
しんで参加されていました。海外勤務経験が
ある3人の市民の話を聞く国際関連講座で
は、世代に偏りなく小学生からシニアまでが
集まり熱心に聞き入っていました。働く世代
が参加しやすい夜間に、出張並木公民館とし
てcocobunjiプラザで性の多様性について学
ぶ講座を全3回で実施しました。広いロビー
を活用した並木芸術ギャラリーでは、書道や
絵画、刺繍、ペーパークイリングなどさまざ
まな力作が来館者の目を楽しませてくれまし
た。11月の子どもまつりでは今年度も公民館
と第五中学校を会場に、地域の方々の協力で
いろいろな体験イベントや模擬店で子どもた
ちに楽しんでもらうことができました。

〈並木公民館〉
〈もとまち公民館〉

　公民館運営サポート会議で委員と学生が話
し合いを重ね、こくベジを使ったスパイスカ
レーを作る「市民がつくる講座」や、防災工作
をテーマとした「社会教育実習生とつくる講
座」を実施しました。
　近隣にある東京農工大学の協力で、光る泥だ
んごを作る「もとまち土の研究室」や、第一小学
校体育館で学生が開発したロボットと触れ合
う「もとまち工科大学」を開催したほか、東元
町にある福祉作業所や府中刑務所など、もと
まち地域ならではの見学会やフィールドワー
クを通して学びを深める講座も行いました。
　地域に根差した公民館として、アウトリー
チや、近隣施設や自治会のイベントへの協力
も積極的に行っています。そうした取り組み
から生まれた「もちもち　
おもちつき」は、地域の年
配の方と、親子や若者との
交流の場となりました。

光光


